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◎ 平成 2年

5月号

おじいちゃん   とても素直な子で、まだ小さい弟の面lFlも

からC)     よくみてくれます.こ のまま仲々と明るい子

ひ と こ と  に育ってほしいなコ 徳雄さん (72歳 )

ぼ
く
の
自
慢
の

お
じ
い
ち

ゃ
ん

そ
れ
に
、
賞
状
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

「と
て
も
え
ら
い
な
あ

」。

つ卜同①主ば記事

発行 青森県市浦村役場/編 集・企画財政課広報係ヽ250号



広報ιチ4(2)

脇元海辺ふれあいゾーンに

市
浦
村
で
は
、
脇
元
地
区
に
建

設
を
進
め
て
い
た
鰊
御
殿
を
模
じ

般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
の
市
町
村
活
性
化
戦
略
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
で
実
施
さ
れ
、
国
道

三
二
九
号
と
脇
元
漁
港
の
中
間
の

つ
の
研
修
室
、
浴
場
な
ど
が
あ
り
、

ニ
シ
ン
漁
に
ち
な
ん
だ
資
料
も
展

示
さ
れ
、
多
目
的
研
修
コ
ー
ナ
ー

ビ

・
ウ
ニ
料
理
、
鰊
そ
ば
な
ど
、

市
浦
村
の
海
の
幸
が
味
わ
え
ま
す
。

ま
た
、
日
本
海
を
見
下
ろ
す
研

修
室
は
宿
泊
も
で
き
、
各
種
研
修

鰊
漁
法
の
先
駆
者

斉
藤
彦
二
郎
爺
む

藤
彦
三
郎
は
、
弘
化
四
年

（
一
八

四
七
年
）
に
単
身
で
北
海
道
へ
渡

り
、
積
丹
半
島
に
ニ
シ
ン
漁
場
を

確
保
。
そ
の
後
網
の
改
良
に
心
血

漁
法
の
革
命
と
言
わ
れ
た
角
網
の

脇
元
地
区
か
ら
は
、
多
数
の
親

方
衆
が
輩
出
さ
れ
た
ほ
か
、
同
地

区
出
身
の
数
百
人
の
ヤ
ン
衆
も
津

軽
海
峡
を
渡

っ
た
。

錬
御
殿
は
、
日
本
海
沿
岸
地
方

に
伝
承
さ
れ
た
切
妻
造
り
の
民
家

様
式
に
洋
風
モ
チ
ー
フ
を
調
和
さ

せ
た
建
物
で
、
囲
炉
裏
（
い
ろ
り
）

造
り
の
屋
根
が
あ
る
の
が
特
徴
。

ニ
シ
ン
漁
場
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

っ

た
鰊
番
屋
の
こ
と
を
、
当
時
錬
御

殿
と
言

っ
て
い
た
。

十
人
ほ
ど
の
雇

（や
と
い
）
を
連

れ
て
北
海
道
へ
渡

っ
た
。
漁
期
は
、

は
脇
元
に
十
二
人
、
磯
松
に
二
人

雇
は
、
弘
前
、
板
柳
、
鶴
田
、

中
里
を
は
じ
め
秋
田
、
岩
手
方
面

か
ら
も
集
め
た
。
六
月
末
に
は
漁

（そ
の
頃
米

一
俵
四
円
）

こ
の
よ
う
な
ニ
シ
ン
漁
業
も
、

ど

っ
た
が
、
伝
統
的
に
ニ
シ
ン
漁

民
の
な
か
に
は
、
出
稼
ぎ
先
の
漁

場
に
定
住
す
る
者
が
多
く
、
当
時

の
積
丹
町
入
何
地
区
住
民
の
八
十

％
が
脇
元
出
身
者
で
あ
る
。



■村民憲章碑:,標を,建立
■:「ぶるさとぶれあい広場」で除幕式

村
民
憲
章
碑
と
標
が
建
立
さ
れ
、
　

　

と
標
の
除
幕
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
、

五
月
二
十
五
日
村
内
外
か
ら
約
五
　
　
一二
重
貢
村
長
が

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ

十
人
の
関
係
者
を
集
め
、
広
場
で
　
　
あ
い
広
場
が
村
民
の
憩
い
の
場
と

式
典
で
は
、
王
串
奉
奥
の
あ
と
　
　
は
し
い
。

」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て

山
と
湖
と
に
抱
か
れ
た
こ
の
地
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
津
軽
の
歴
史
に

輝
か
し
い
足
跡
を
刻
ん
で
き
ま
し

っ
そ
う
活
力
に
満
ち
た
創
造
の
精

神
を
発
揮
し
て
、
郷
土
の
限
り
な

ら

ん

ぼ

う

な

言

葉

を

慎

し

み

、

明

る

く

健

や

か

な

村

を

つ
く

り

ま

工
藤
武
則
村
議
会
議
長
、
豊
島
勝

蔵
村
民
憲
章
制
定
委
員
長
ら
の
祝

三
十

一
日
、
旧
相
内
村
・脇
元
村
・

村
で
は
、
地
域
を
形
成
し
て
き

た
歴
史
と
伝
統
芸
能
を
さ
ら
に
伝

う
ら
音
頭
」
の
制
作
を
進
め
、
安

東
文
化
発
祥
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い

寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
審
査
し
た

の
除
幕
式
終
了
後
、
引
き
続
き
同
　

▼
佳
作

会
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



【利用案内】

●開 館 9:00～ 16:30

●休館日

る場 合 は翌 日)、 祝 日の翌 日、

市浦は海と山と湖に囲まれた村で、漁業は磯見漁葉、農来  年末 年始 (12月 27日 ～ 1月

上輩暫ダ青練藁藤11、 先デtril準 奮7:憲 Ft菖燻島 4日 )

ど勇ヱ嵐[軍ぜ程含農[?lilを
漁具 農具、山憤用具を .入館料
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【史跡案内】

記
念
と
し
て

「安
倍
　
安
東
氏
特

万
人
の
観
客
が
訪
れ
、
大
変
好
評

学

校

の
運

動

会

が

行

わ

れ

、

に
ぎ

父

母

ら

も

綱

引

き

競

技

に
参

加

す

菫鋤会シーXンた|けなわ|

-193
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村営牧場5カ所に478頭

種
肉
用
牛
の
育
成
に
的
を
絞
り
、

村
営
の
草
地
造
成
と
肉
牛
の
増
産

今
で
は
、
中
央
市
場
で
も

「市

で

、

や

や

横

ば

い

の
傾

向

に
あ

り

ま

す

が

、

飼

養

頭

数

は

一
、

七

三

六
頭

（農
家
肥
育
、
畜
産
公
社
含

◎

消

防

法

の

一
部

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

部

改

正

に
よ

り

、

危

険

物

の
範

囲

　

　

　

　

（
用

紙

は

消

防

署

に
あ

り

ま

日

か

ら

施

行

さ

れ

ま

す

。
　

　

　

　

　

　

　

二

、

タ

ン

ク
を

製

造

し

又

は

設

特

に
住

民

の

皆

さ

ん

に
関

係

の
　

　

　

　

置

し

よ

う

と

す

る

場

合

は

、

〇

′
未

満

ま

で
貯

蔵

で

き

る

よ

う

　

　

　

　

（
市

販

さ

れ

て

い
る

タ

ノ
ク

を

参

考

に

し

て

下

さ

い

　̈

　

　

　

　

　

　

　

を

防

止

で

き

る

構

造

に
す

る
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に
あ
た

っ
て
鳥
海
の
柵
で
戦
死
　
　
良
宗
と
号
す
、　
一
説
に
良
宗
は
　
　
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
井
殿
、

し
ま
し
た

⌒
こ
の
前
九
年
合
戦
　
　
井
殿
の
子
、
又
安
東
太
郎
と
号
　
　
貞
任
、
宗
任
、
女
⌒名
前
は
「
い

の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
　
　
す
、
早
世
」
と
あ

っ
て
、
井
殿
　
　
ち
が
い
ち
の
ま
へ
」
藤
原
経
清

べ
る
こ
と
に
し
ま
す
）
。
　
　
　
　
と
良
宗
と
を
同

一
人
と
み
て
い
　
　
妻
、
平
泉
清
衡
母
）、正
任
、
重

「秋
田
家
系
図
」
で
は
頼
時
　
　
ま
す
。
ま
た

一
説
と
し
て
井
殿
　
　
任
、
女

（名
前

「な
か
が
い
ち

の
子
と
し
て
次
∽
秋
び
た
誰
挙
　
　
―
良
宗
と
も
つ
け
足
し
て
い
ま
　
　
の
ま
へ

」、
平
永
衡
妻
）、則
任
、

お
イ
ぃ
臆
け
。

跡
搬
、

膿
粽
、
　

　

す
。
「秋
田
家
系
図
』
の
良
宗
の
　
　
女

（名
前

「あ
る
が
い
ち
の
ま

鎖
推
、

踪
推
、
家
任
、
重
任
、
　

　

項
に

「
早
世
、
安
東
大
郎
、
嫡
　
　
へ
）
の
六
男
三
女
が
挙
げ
ら
れ

正
任
、
則
任
、
女
子
、
女
子
の
　
　
子
嵯
峨
江
冠
者
、　
一
説
に
六
男
　
　
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お

貞

　

任

も
と
に
戻
っ
て

「秋
田
家
系

図
』
に
よ
っ
て
、
藤
崎
城
主
高

星
の
父
貞
任
の
事
蹟
を
述
べ
る

「鴎
勁

一ゎ
ぽ
、
羽
州
独
勝
郡

厨
河
城
主
」
。
「
厨
川
」
は
現
盛

岡
市
北
西
部
に
位
置
し
て
い
ま

が
城
主
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

「永
承
五
年
に
源
頼
義
、
後

冷
泉
院
の
勅
を
稟
け
て
大
将
軍

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に

「前
九

年
合
戦
」
の
発
端
で
、
国
府
軍

が
安
倍
頼
時
軍
に
惨
敗
し
た
た

頼
義

・
義
家
を
派
遣
し
た
事
情

を
述
べ
た
項
目
で
す
。
年
代
は

永
承
六

（
一
〇
五

一
）
年
が
正

は

「貞
任
」
で
は
な
く

「頼
時

⌒頼
良
）
で
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

第
七
十
代
後
冷
泉
天
皇
の
勅
命

に
よ
っ
て
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将

軍
の
官
職

（そ
の
印
と
し
て
太

刀
が
授
け
ら
れ
る
）
に
任
ぜ
ら

「
天
喜
五
年
に
貞
任
四
千
餘

騎
を
率
い
て
、
却

っ
て
源
氏
の

兵
を
討
つ
、
頼
義
義
家
及
び
織

に
七
騎
と
為
る
云
々
」
。
阿
久
利

川
事
件

⌒別
稿
で
詳
細
に
述
べ

る
）
に
よ

っ
て
、前
九
年
合
戦
の

本
格
的
な
攻
防
が
天
喜
五

（
一

〇
五
三
）
年
展
開
さ
れ
、
源
氏

の
官
軍
が
ま
た
惨
販
し
、
わ
ず

か
七
騎
で
国
府
多
賀
城
に
落
ち

の
鎮
守
府
将
軍
を
命
ぜ
ら
れ
た

城
に
楯
て
籠
る
、
源
兵
之
れ
を

緻
釉
、
貞
任
兵
屈
し
矢
尽
き
て

微
北
し
、
義
家
之
脚
を
追
ふ
、

補
５
に
計
餘
歩
を
隔
つ、
義
蹴

戯
れ
て
云
く
、
衣
ノ
タ
テ
ハ綻

て
云
く
、
年
ヲ
令
ン
糸
ノ
乱
レ

句
を
感
じ
て
、
弓
弦
を
弛
め
矢

を
捨
て
て
記
く
ヽ
分叫

ダ
に
隔
せ

よ
叡
聞
に
達
し
て
死
罪
を
赦
さ

ん
と
、
貞
任
が
云
く
、
命
は
天

に
在
り
義
は
前
に
在
り
、
何
ぞ

雖
へ
ど
も
今
君
が
志
を
感
ず
と

云
う
て
、
太
刀

（太
刀
の
名
を

幾
と
云
う
）
を
解
き
て
義
家
に

授
与
す
、
運
に
戦
い
て
死
す
、

義
家
彼
の
太
刀
を
以

っ
て
醍
醐

の
顎
族
表

■
施
請
薇

し
積
任

が
亡
魂
を
弔
う
、
又
精
舎
を
建

て
て
耳
納
寺
と
号
す
、
国
人
毎

年
基
の
神
を
祀
り
て
厨
河
の
八

幡
と
号
す
」
。前
半
の
安
倍
貞
任

と
源
義
家
（八
幡
太
郎
と
い
う
）

と
の
歌
の
贈
答
は
、
私
た
ち
が

小
学
校
時
代

「国
史
」
の
授
業

で
習

っ
た
こ
と
で
今
も
記
憶
に

安
末
期
の
武
士
が
た
だ
武
骨

一

面
を
持

っ
て
い
た
の
で
す
。

呼
び
か
け
た
時
の
貞
任
の
言
動

じ
幾
と
い
う
刀
を
義
家
に
贈
り

従
容
と
死
に
つ
い
た
奥
州
津
軽

十
三
湊
安
藤
氏
の
先
祖
安
倍
貞

任
の
霊
を
顕
彰
し
慰
め
て
や
ら

す
。
文
武
両
道
の
達
人
と
し
て

敵
将
義
家
を
感
激
せ
し
め
、
醍

醐
寺
の
顕
実
上
人
に
貞
任
所
持

の
名
刀
幾
を
奉
納
し
貞
任
の
霊

魂
を
弔
わ
せ
、
ま
た
耳
納
寺
を

倍
貞
任
の
遺
徳
を
私
た
ち
は
永

く
子
々
孫
々
に
語
り
継
い
で
い

※
上
掲
の
弥
靭
菩
薩
像

（記
録

で
は
如
意
観
音
）
は
安
倍
貞
任

の
守
り
本
尊
と
い
わ
れ
て
、
十

二
湊
安
藤
氏
に
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
現
在
松
前
阿
咋
寺

に
移

さ
れ
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

⌒実
物
盗
難
）



情報をお寄せ<ださい

市 し 5世
役場の電話は62-2111
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かんlrn金まちづくり
写真コンクール作品募集

(仮称)安方縁地・(仮称)青森大橋

一名称募集―

電話01η②llll番 (内線4311)

自動車税7月 2日 まで

海外開発青年募集

市浦村の人口と世帯数    平成2.51現 在

194-
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歯
が
抜
け
る
の
は
年
を
と
っ
た

「老
化
現
象
」
の

一
つ
と
信
じ
ら
れ

で
す
。
歯
は
病
気
で
抜
け
る
の
で

す
。
こ
の
病
気
さ
え
な
か
っ
た
ら

歯
は
生
涯
使
え
る
の
で
す
。
歯
が

抜
け
る
第

一
の
原
因
は
、
ム
シ
歯

で
、
二
番
目
が
歯
槽
膿
漏
で
す
。

女
性
の
場
合
は
、　
一
生
を
通
じ

て
ム
シ
歯
で
抜
か
れ
る
の
が
第

一

位
で
す
。
男
性
の
場
合
は
、
歯
槽

膿
漏
が
抜
歯
原
因
の
主
た
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
ム
シ
歯
も
歯
槽

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

―
歯
の
衛
生
週
間

六
月
四
日
～
十
日
―

膿
漏
も
歯
の
表
面
に
つ
く
歯
垢
の

中
の
細
菌
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

（歯
垢
と
は
、
日
の
中
に
い
る
細

菌
の
塊
が
歯
に
付
い
た
も
の
）
こ

歯
を
み
が
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

に
保
つ
た
め
に
は
、
母
の
胎
内
に

る
ま
で
の
長
く
継
続
的
な
注
意
が

②
乳
歯
の
頃
の
注
意
＝
こ
の
時
代

は

一
生
の
中
で

一
番
体
ガ
強
張
野

く

る
時
期
な
の
で
、
十
分
な
咀
疇
カ

に
よ
る
食
物
の
摂
取
が
大
き
な
か

な
め
で
す
。
（咀
哺
は
ま
た
、
将
来

て
い
ま
す
）
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
も

ち
ろ
ん
、
規
則
正
し
い
食
生
活
の

習
慣
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
の
は
え
か

わ
り
の
頃
の
注
意
＝
顎
の
骨
が
小

さ
い
と
歯
列
の
外
に
歯
が
は
み
だ

し
、
日
唇
を
傷
つ
け
た
り
、
歯
肉

乳
歯
の
ム
シ
歯
が
ひ
ど
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だ
け
残
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ま
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心
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み

①
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代
の
注
意
＝
大
人

に
な
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定
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検
診
の
機
会
が
あ

期
検
診
と
、
食
後
の
プ
ラ
ッ
シ
ン
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